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親
子
ス
キ
ー
教
室（
金
井
地
区
）

　

２
月
２
日
㈯
積
雪
と
好
天
に
恵
ま
れ
、
平

ス
キ
ー
場
で
親
子
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

昨
年
同
様
、
暖
冬
か
と
思
い
き
や
一
転
、

１
月
末
か
ら
の
大
雪
で
ス
キ
ー
場
も
一
面
の

銀
世
界
。
初
め
て
の
方
か
ら
、
自
分
ひ
と
り

で
す
い
す
い
滑
れ
る
方
ま
で
、
20
組
47
名
の

親
子
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

佐
渡
ス
キ
ー
協
会
の
方
か
ら
講
師
を
し
て

い
た
だ
き
、
５
ク
ラ
ス
に
分
け
て
の
指
導
。

「
も
う
い
い
わ
」
と
顔
を
し
か
め
る
親
あ

り
、
教
室
を
離
れ
て
そ
り
を
楽
し
む
子
ど
も

あ
り
。
そ
ん
な
教
室
生
を
尻
目
に
、
猛
ス

ピ
ー
ド
で
滑
っ
て
い
く
一
般
上
級
者
の
子
ど

も
た
ち
。

　

へ
っ
ぴ
り
腰
あ
り
、
し
り
も
ち
あ
り
と

苦
痛
と
笑
い
の

一
日
を
過
ご
し

た
中
で
、
「
そ

の
う
ち
僕
だ
っ

て
、
私
だ
っ

て
」
そ
う
思
っ

た
の
か
、
大
き

く
瞳
が
輝
い
て

い
ま
し
た
。

「
第
11
回
羽
茂
芸
能
ス
テ
ー

ジ
」（
羽
茂
地
区
）

２
月
17
日
㈰
、
羽
茂
地
区
公
民
館
ホ
ー
ル

を
会
場
に
「
第
11
回
芸
能
ス
テ
ー
ジ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
底
冷
え

す
る
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
５
０
人
を
超

え
る
人
た
ち
が
集
ま
り
９
団
体
の
芸
能
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
に
輝
い
た
羽
茂
中
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー

部
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
文
弥
人
形
や
詩

吟
、
そ
し
て
舞
踊
な
ど
、
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら

れ
た
舞
台
照
明
の
中
で
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
次
々
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
会
員
32
名
が
総
出
演

で
踊
っ
た
羽
茂
民
謡
研
究
会
の
「
花
笠
音

頭
」
は
圧
巻
で
、
華
や
か
さ
と
迫
力
を
兼
ね

揃
え
た
舞
台
に
訪
れ
た
人
た
ち
も
盛
大
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

出
演
者
、
観
客
、
裏
方
の
ス
タ
ッ
フ
が

一
体
と
な
っ
て
作

り
上
げ
た
芸
能
ス

テ
ー
ジ
、
そ
の
雰

囲
気
や
情
熱
か
ら

生
涯
学
習
の
精
神

が
ひ
と
つ
の
形
と

な
っ
て
垣
間
見
れ

た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

新
潟
大
学
旭
町
学
術
資
料

展
示
館
主
催
事
業

フ
ォ
ー
ラ
ム

『
佐
渡
の
魅
力
を
語
る
』・

    

『
佐
渡
見
学
会
』
の
ご
案
内

　

佐
渡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
佐
渡

と
関
わ
る
新
潟
大
学
内
外
の
研
究
者
４
人
が

佐
渡
の
魅
力
を
語
り
、
そ
の
重
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

　

ま
た
前
日
（
22
日
）
に
は
、
島
内
を
バ
ス

で
巡
る
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

真
野
ふ
る
さ
と
会
館

23
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
申
し
込
み
・
参
加

費
は
不
要
で
す
が
、
前
日
の
佐
渡
見
学
会

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。　

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
資
料
公
開
係

　

☎
０
２
５
‐
２
６
２
‐
６
２
２
０

鶴
子
銀
山
跡
現
地
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

「
鶴
子
銀
山
跡
」
に
関
係
す
る
遺
跡
の
現

地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
11
月
に
続

き
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
前
回

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
前
回
の
様
子
は
市
報
２
０
０
８
．
１

月
号
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

時　
　

３
月
30
日
㈰
〔
小
雨
決
行
〕

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

集
合
場
所　

市
役
所
佐
和
田
支
所
駐
車
場

※ 

現
地
は
駐
車
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
送
迎
し
ま
す
。事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。午
前
、午
後
の
部
と
も
定
員（
50
名
）に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。〔
参
加
費
無
料
〕

歩
け
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課

　

☎
27
‐
４
１
７
０

『正倉院に残った佐渡国の痕跡を探る』

講　師　新潟県立歴史博物館
　　　　主任研究員 浅井勝利さん
日　時　３月22日㈯
　　　　13：00〜14：30
会　場　アミューズメント佐渡
　　　　２階文化情報センター室
東大寺正倉院には、佐渡国から都まで
運ばれた文書（佐渡国正税帳）や税と
して納めた布が残っています。それらの
資料をキーに、奈良平安時代の佐渡国
の様子について探ります。
定　員　50名
受講料　無料
◆お申し込み・
　お問い合わせ
　両津郷土博物館　
　☎23－2100
（当日参加も可）

平成
19年度 新潟県立歴史博物館

出前講座のご案内


